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 平成 28 年 4 月からスタートしたスーパーサイエンスハイスクール（SSH）事業はⅠ期（5 年間）、Ⅱ期（５年

間）を終え、今年度からはⅢ期の指定を受け、新たな取組がスタートします。Ⅲ期計画においては、引き続き「研

究機関との連携」を取組の柱としつつ、新たに「人材育成」や「普及発信」を強く意識した内容となっています。

また、重点配分の認定もいただき、より充実した活動が期待されます。全校体制で日々探究活動に取り組んでい

きたいと考えています。 

SSHⅢ期の研究開発の目的は、「未知に挑む力と汎用的思考力を育成し、急速に発展する科学技術に対応でき

る科学的リテラシーと協働力を兼ね備えた次世代のサイエンスリーダーを育成する」ことです。多様で複雑な課

題を解決できるサイエンスリーダー育成のために、本校では 20 を超える地域の大学、大学院、企業、研究機関

のお力をお借りし、生徒の主体的な探究活動を様々な形でサポートしていただいております。連携機関のみなさ

まには、本校ＳＳＨ事業の理念をご理解いただき、熱心にご指導いただいておりますことに衷心より感謝申し上

げます。 
 

Ⅲ期の取組では、研究開発のテーマとして次の４つを設定しています。 

① 学校設定教科「Principia」の発展と深化 

「Principia」を発展・深化させ、未知に挑む力、汎用的思考力、科学的リテラシー、協働力を育成する

とともに、研究機関との連携を強化し、異学年交流を基盤にした探究ゼミを展開することで自主的な学

びの体制を構築し、科学的視点と協働力を兼ね備えた人材育成を目指します。 

② 科学の普及を目指した「よこすかサイエンスブリッジ」の構築による縦横連携の研究 

「よこすかサイエンスブリッジ（YSB）」は、本校をハブとして地域関係者（学校・行政・企業・NPO 等）

と連携し、理数系分野への興味・関心を高める取組です。本校生徒だけでなく、地域の児童・生徒の協

働力や独創性を育む課題研究を活性化することによりサイエンスリーダーの育成を目指した取組で、科

学を通じた地域連携の推進を目指します。 

③ 教科等横断的な視点による授業改善及び効果的な指導体制の研究 

課題研究と教科学習を結び付けるクロスカリキュラム表を改善し、積極的に活用することで生徒の科学

的リテラシーを育成するとともに、校内研修や成果物の公開を通じて全教員の指導力を向上させます。

地域の中核となる SSH 校として理数教育発展に貢献したいと考えています。 

④ グローバルサイエンスプログラムを通じた汎用的思考力・協働力の育成 

多様な価値観に触れる研修や交流を体系化した「グローバルサイエンスプログラム」を構築し、生徒が

主体的に参加することで汎用的思考力や協働力を育成し、国際的視野を持つ人材の育成に取り組みます。 
 

教育課程開発にあたっては、文部科学省をはじめ、科学技術振興機構（JST）、県教育委員会、運営指導委員の

皆様にご指導ご助言をいただいております。誠にありがとうございます。そうした皆様のご支援のもと、本校の

ＳＳＨは地域との連携を深める中で、横須賀という地域ならではの特性を生かし、世界に向けてさまざまな発信

を続けていきます。教育課程をさらに充実させるべく推進し、生徒が充実した探究活動を行える環境を整えてい

く所存です。今後とも、ご指導の程よろしくお願い申し上げます。 

 

 

                  神奈川県立横須賀高等学校 

                    校 長  野沢 重和 
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本校は平成 28 年度に文部科学省より、スーパーサイエンスハイスクール（SSH）の指定を受け、

令和 8 年度からは、SSH 第Ⅲ期の指定を受けるとともに、新たに「重点配分（Professional 型）」

にも採択されました。学校設定教科「Principia」における研究機関との連携を軸とした課題研究と、

各教科の学びを往還させることで教育課程の高度化と深化を図り、未知に挑む力と汎用的思考力を

有し、急速に発展する科学技術に対応できる科学的リテラシーと協働力を兼ね備えた、多様で複雑

な課題を解決できる「サイエンスリーダー」の育成を研究開発の目的としています。 

 

 

 

SSH 事業を通して、「未知に挑む力」、「汎用的思考力」、「科学的リテラシー」、「協働力」を生徒に

身に付けさせるため、以下の４テーマで SSH 事業に取り組んでいきます。 

（１）学校設定教科「Principia」の発展と深化 

（２）科学の普及を目指した「よこすかサイエンスブリッジ」の構築による縦横連携の研究 

（３）教科等横断的な視点による授業改善及び効果的な指導体制の研究 

（４）グローバルサイエンスプログラムを通じた汎用的思考力・協働力の育成 

 

文部科学省指定スーパーサイエンスハイスクール（SSH）について 

 

SSHの開発課題に向けての取組 

 

 
ニュートン著の「Philosophiae Naturalis Principia Mathematica（自然哲学の数学的諸原理）」の略称。全 3 巻。

1687 年刊。力学の一般法則を定式化したもので、ニュートン力学の体系を確立し、近代科学の基礎となった。 

（小学館『デジタル 大辞泉』より） 

 Principia(プリンキピア)の語源 
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課題研究のための学校設定教科として「PrincipiaⅠ・Ⅱ・Ⅲ」および「Super Principia」を設置

しました。最先端の学術研究を進める研究機関・大学院・大学等と連携した課題研究を実践するこ

とで、「未知に挑む力」、「汎用的思考力」、「科学的リテラシー」、「協働力」を育てます。 

■ SSH を通して育成したい力、資質・能力 

育成したい力 資質・能力 資質・能力の定義 

未知に挑む力 

課題発見解決能力 多様で複雑な課題を発見し、解決策を見出すことができる力  

グリッド力 
困難な目標に向かって情熱と粘り強さを持って、あきらめずにやり抜

くことができる力 

汎用的思考力 

多角的思考力 物事を多面的・多角的にとらえることができる力 

論理的思考力 
物事を分析し、原因と結果を筋道立てて捉え、矛盾なく結論を導き出

すことができる力 

科学的 

リテラシー 

科学への 

理解・関心 

自然や事象の「なぜ」を知りたがり、積極的に観察・探究し、原理・法

則を理解しようとする力 

知識活用能力 
各教科での学びや、課題研究を通して身に付けた知識・技能を活用す

ることができる力 

協働力 

創造力 
多様な価値観を持つ仲間と協働  し、新たな価値を創造することができ

る力 

リーダーシップ 
主体的に課題研究に取り組み、積極的に研究成果を発信するとともに、

チームの目標を明確化し、仲間と協働し牽引することができる力 

 

■ 課題研究 「Principia」の特色 

理系・文系の枠にとらわれず、生徒全員が「PrincipiaⅠ・Ⅱ・Ⅲ」を通して課題研究に取り組みます。地域

の研究機関と緊密に連携しながら、学年の垣根を越えて共に課題研究を深めていくのが本校の特色です。 

 

１学年 PrincipiaⅠ(必修科目)  ３単位（うち課題研究は２単位） 

○協力研究機関との連携により自然や社会、科学技術への関心を高める。  

○フィールドワークや実験・実習を通じ、実践的な課題発見能力・課題解決能力の伸長を目指す。 

○課題研究の基本となる「テーマ設定―問の設定―仮説の設定―検証・考察―結論」の流れを学ぶ。 

○課題研究に必要な研究倫理・情報リテラシーの習得。 

前期 後期 

●事前研修プログラム 

●ゼミ見学 

●ゼミでの課題研究 

●２年生による指導、フィールドワーク、実験の実施 

●２年生と共同で課題研究 

●２年生による指導、フィールドワーク、実験の実施 

●中間発表でポスター完成 

●仮説コンテスト・ポスターセッション 
 

２学年 PrincipiaⅡ（必修科目） ２単位 

○PrincipiaⅠでの所属ゼミを基盤に、１年次に定めた仮説に対して発展的な研究を行う。 

前期 後期 

●研究課題決定 

●各ゼミ課題研究開始（フィールドワーク・実験・実習） 

●研究室訪問（横高アカデミア） 

●中間報告会 

●ポスター作成開始 

●ポスターセッション 

３学年 PrincipiaⅢ(必修科目) １単位 

PrincipiaⅡで行った課題研究を発展的に継続するとともに、成果をまとめ、他者へ共有する。また、下級

生と協働した学びを通じ、プレゼンテーション能力やコミュニケーション能力の向上を目指す。さらに、

論文執筆等を通じ、物事を論理的にまとめる力を養い、総合的な人間力の向上を目指す。 

（1）学校設定教科「Principia（プリンキピア）」の発展と深化 
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■ 課題研究 「PrincipiaⅠ・Ⅱ・Ⅲ」 ３年間の流れ 

「Principia Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の 3 年間は、学年を越えた連携で探究の質を高める体系的なプログラム

です。前期は 3 年生が TA として１年生の事前研修プログラムに参加し、培った探究スキルを継承

します。後期は 1・2 年生の共同研究により、上級生の実践的な手腕を直接学びます。3 年間を通

じたこの異学年交流のサイクルが、本校の課題研究をより高い次元へと進化させています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

上記のスキームをベースとして課題研究を進めます。また、研究の総まとめとして、ポスターセッションを

3 月に開催します。さらに、3 年生は 7 月に開催される口頭発表会（生徒課題研究発表会）で発表します。 

 

■ 事前研修プログラム（PrincipiaⅠ） 

１年前期は、事前研修プログラムを通して、課題研究に必要な知識・技能を学び、研究を進める上で必要な

「汎用的思考力」、「科学的リテラシー」、「協働力」を身に付け、「未知に挑む力」を育みます。 

PrincipiaⅠ・Ⅱ・Ⅲにおける課題研究のスキームと事前研修プログラムの具体的な講座は下記の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３学年 Super Principia(選択科目) １単位 ※R10 より 2 単位 

PrincipiaⅠ・Ⅱ・Ⅲの研究をベースに発展的な課題研究を行い、国内外の理数系コンテストや各種学会へ

の参加を通じ、これからの日本の科学的発展を牽引する研究者となる意欲を持つ人材の育成を目指す。 
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察 
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結
論 

Step8 

社
会
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学
術
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課
題
を
知
る 

Step1 

仮説設定講座 
統計講座 

比較対照実験講座 

文献調査講座 研究倫理講座 生成 AI 研修 失敗例から学ぶ 

課題研究スキーム 

事前研修プログラム 
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●科学とは何か講座 

本講座は、科学を単なる「理科や数学」の枠組みに留めず、事象を論理的に解明するた

めの普遍的な思考法として捉え直すプログラムです。精度の高い仮説を立てるための

文献調査、データの妥当性を客観的に評価する統計処理、そして因果関係を明確にす

るための比較対照実験など、課題研究に不可欠なスキルを実践的に学びます。 

●仮説設定講座 

本講座は、研究の成否を分ける「良質な問い」を立てる力を養います。日常の違和感

から独自のテーマを絞り込み、先行研究を踏まえた「問の見つけ方」を学び、その問

いが検証可能かを見極める「検証分析」の手法を学びます。論理的な仮説を構築する

プロセスを通じ、汎用的思考力と科学的リテラシーを磨き、未知に挑む力を育みます。 

●探究リスク＆ツール講座 

本講座は、誠実な研究姿勢という「守り」と、最新技術による「攻め」のスキルを共に

学ぶプログラムです。研究倫理や生命倫理の遵守を徹底する一方で、生成 AI を活用し

た研究加速の技術を習得します。過去の失敗からリスク回避の術を学び、高い科学的

リテラシーを持って未知に挑む力と汎用的思考力を養います。 

 

■ オリジナルテキストの作成・活用 

生徒が主体的に課題研究を進められるよう、横高生のための探究副読本『Research 

Support Book』を作成しています。本冊子は、事前研修プログラムでの活用はもちろん、

研究、実験計画書の作成、アンケートの実施手法、研究機関との連絡方法など、課題研究の

全工程を導く「羅針盤」となる一冊です。さらに、研究成果を論文やポスターにまとめる際

にも参照するなど、3 年間にわたって一貫して活用します。 

本校 HP にデータ版が UP されていますので、ご自由にご活用ください。 

 

●PrincipiaⅡ 統計講座 

統計は PrincipiaⅠの事前研修プログラムでも学びますが、２年生対象の PrincipiaⅡでも、

4 月に統計講座を実施します。1 年次に学んだ数学Ⅰの「データの分析」の知識を基礎とし

つつ、本講座では「t 検定」「カイ二乗検定」「95%の信頼区間」といった、より高度で実践

的な統計スキルを習得します。本校の先輩たちが取り組んだ研究をモデルにした具体的な

データを用いることで、実感を伴った検定作業を経験することが出来ます。統計学という強

力な武器を手にすることで、自身の研究の質をさらなる高みへと引き上げます。 

 

 

■ ポスターセッション 

2 年生全員が 1 年半におよぶ研究成果を披露するポスターセッショ

ンは、自校の枠を超え、地域の高校代表も集う探究成果発表会です。

会場には研究を支えてくださる研究機関の方々、保護者、そして他校

からの見学者が詰めかけ、熱気に包まれます。厳正な審査で選出され

た優秀グループには、スライド発表の舞台が用意されており、地域の

探究活動を牽引する交流の場となっています。 

 

・文献調査講座 

・統計講座 

・比較対照実験講座 

・テーマ設定講座 

・問の見つけ方講座 

・問の検証分析講座 

・研究倫理講座 

・生成 AI 研修 

・失敗例から学ぶ 
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■ 仮説コンテスト 

1 年生は 2 年生との共同研究を経て、次年度に自らが行う研究の仮説や計画を立案し、「仮説コンテスト」の場

で発表します。本コンテストは単なる計画発表に留まらず、優秀グループには研究を遂行するためのリソース（専

門家の助言、機材、研究費）を優先的に配分する仕組みとなっています。これにより、生徒の意欲を一段と高め

るとともに、質の高い課題研究を促進しています。 

 

■ 生徒課題研究発表大会 

7 月に開催される「生徒課題研究発表大会」は、本校における研究の頂点を決める大会で

す。主に「Super Principia」を受講する研究グループが、スライド形式でその成果を披露

します。当日は招待校による発表も行われるほか、有識者による厳正な評価と表彰が実施

されます。 

 

■ 連携研究機関（順不同） 

横須賀・三浦半島には、自然科学・人文科学の最先端を走る研究機関が数多く集結しています。本校 SSH

の中核を成す「Principia」では、これら第一線の研究者から直接指導を受ける機会を設けています。研究の

「プロフェッショナル」が放つ真理への情熱に触れる経験は、将来のキャリア形成における貴重な財産とな

るでしょう。実際、特許取得に結びつく発明も誕生し、将来のキャリアに繋がった生徒もいます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

〇一般財団法人 電力中央研究所 横須賀運営センター  

〇神奈川県立金沢文庫 〇防衛大学校 〇花王株式会社  

〇神奈川歯科大学 〇国立研究開発法人海洋研究開発機構（JAMSTEC）  

〇横須賀アーティスト村 〇株式会社 横須賀リサーチパーク  

〇横須賀市自然・人文博物館 〇国土交通省 国土技術政策総合研究所  

〇Softbank 〇神奈川県立保健福祉大学 〇麻布大学獣医学部  

〇国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所 港湾空港技術研究所 

〇国立大学法人 総合研究大学院大学 〇京浜急行株式会社  

〇慶應義塾大学環境情報学部 〇国立大学法人 横浜国立大学教育学部  

〇横浜市立大学附属病院 〇国立大学法人 横浜国立大学理工学部  

〇国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構（JAXA）  （順不同、令和８年 5 月現在） 

 

Principia 連携研究機関 
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SSH 第Ⅰ期及び第Ⅱ期の 10 年間で積み重ねてきた課題研究のネットワークを最大限に活用し、小・中・高・

大学や行政・企業・NPO 法人等の地域関係者との橋渡しを実現する「よこすかサイエンスブリッジ」を構築し、

小・中・高校生等の理数系分野への興味・関心を高めることを目指します。 

 

■ よこすかサイエンスブリッジ（YSB） 

本校では SSH 第Ⅰ期から研究機関と連携し研究員等の指導を受けられる環境を構

築してきました。第Ⅲ期では連携研究機関をさらに拡充し、密に連携するとともに、

科学技術やイノベーションを牽引する TOP 人材の育成に向け、地域の小・中・高・

大学や行政・企業・NPO 法人等との橋渡しを行います。また、探究の履歴を可視化

する「探究ポートフォリオ（仮称）」を作成するなど、小・中学生から大学・大学院

に至るまでの一貫した探究の軸を構築していきます。 

地域関係者 内容 

研究機関 
研究機関の論文や研究テーマ一覧から「キーワード検索」で組織間を繋げるシステムを構築

する。必要ならば研究契約書や協定書の締結に関わる。 

行政 横須賀市、三浦市との連携による課題研究を実施する。 

県外高校 
先進校視察の一層の活性化と共同研究・共同研究成果発表を実施する。探究データを共有す

る。 

県内高校 

地区の探究的学習発表会を主催し、県立高校の初任者を対象に課題研究講座を実施する。「キ

ーワード検索」システムを各高校に共有し、研究機関とのハブ役を担う。研究機関との共同

研究をマニュアル化し他校へ普及する。 

小・中学校 
「みんなの理科フェスティバル」の運営に生徒が関わる。科学部を中心として地域の児童・

生徒を対象とした科学実験教室を実施する。 

NPO 法人 
NPO 法人と科学部の密な交流を通して、トウキョウサンショウウオ里親会等の活動を活性

化する。令和８年度から始まる地域学校協働活動を推進する。 

 

 

■ 横高アカデミア 

SSH に指定される以前から、本校には「横高アカデミア」と呼ばれる独自の

高大・高院連携プログラムがありました。SSH に指定されて以降、よりよいプ

ログラムとなるよう試行錯誤を重ね、令和８年度から段階的に、この「横高ア

カデミア」を全校生徒対象の特別講座として外部公開ができるよう再構築をは

じめました。講義等の受講を通して、知識取得型の学びから、知識の活用と課

題発見という学問の本質へのステージアップを目指します。 

【令和８年度 横高アカデミア（総研大）講義内容】       

講師 所属 講義タイトル 

渡辺 佑基 総 合研究大 学院大 学 バイオロギングが明らかにする海洋動物の生態と環境応答 

印南 秀樹 統合進化科学研究センター 
進化を学問として扱うということ──遺伝子のレベルから見る
生命進化 

西村 慎太郎 国 文 学 研 究 資 料 館 地域の歴史・文化を継承する―原発事故被災地を事例に― 

 

 

９ 

(2) 科学の普及を目指した「よこすかサイエンスブリッジ」の構築による縦横連携の研究 

 



【令和８年度 横高アカデミア（横浜国大理工学部）講義内容】 

講師 所属 講義タイトル 

本倉 健 横 浜 国 立 大 学 「触媒反応」で未来を拓く 

大竹 充 横 浜 国 立 大 学 原子レベルの構造制御に基づく材料創製と応用展開 

南野 彰宏 横 浜 国 立 大 学 霧箱で見る宇宙線と素粒子の世界 

【令和８年度 横高アカデミア（麻布大学獣医学部）講義内容】 

講師 所属 講義タイトル 

大石 元治 麻 布 大 学 骨のかたちを数値化して、比較してみよう！！ 

長井 誠 
村上 裕信 

麻 布 大 学 産業動物におけるウイルス感染症の理解と課題 

■ フレッシュティーチャーズサイエンスプロジェクト 

横須賀・三浦地区の県立学校における初任者研修の一環で、本校の課題研

究 Principia を体験してもらう研修を実施します。令和７年度はプレ研修と

して「課題研究を科学する」と題して、35 名の初任者と 11 名の管理職を

招き本校 SSH 推進委員の教員 10 名が講師として先行実施しました。令和

８年度以降は年１回の実施を予定しています。 

 

■ 探究飛び級制度 

（１）中学生が Principia の探究ゼミに所属 

対象 地域の中学２、３年生 

内容 高校の課題研究講座 Principia への参加と共同研究 

制度 
・科学実験教室や文化祭など既存のイベントで公募する。 

・該当生徒は、高校入学後 PrincipiaⅠにおける事前研修プログラムを免除され課題研究を進める。 

主な 

活動 

・高校生と同じ課題研究に参加し、「研究倫理」「データ分析」「仮説設定」などの高度な探究スキルに早

期からに触れてもらい、探究の TOP 人材育成の土台づくりにつながる事業とする。 

成果 

公表 

・ポスターセッションや課題研究発表大会への参加 

・学会や JST 主催イベントへの参加 

・三浦半島の拠点校として、みんなの理科フェスティバルでの交流や共同発表 

（２）高校生が大学・大学院等のゼミに所属 

対象 高校生（本校生徒） 

内容 大学・大学院のゼミに参加し高度な研究を推進する 

制度 

・横高アカデミア研究機関（横浜国立大学理工学部、総合研究大学院大学、麻布大学獣医学部）を中心と

した外部機関と連携する。※麻布大学獣医学部における単位の修得が可能 

・仮説コンテスト（仮称）優秀者を対象とし、学校と YSB で強力なバックアップ体制を敷き、ヒト・モ

ノ・カネにかかる最大限のサポート行う。 

主な 

活動 

・通常カリキュラムとは別の課題研究として、生徒の興味・関心を基に自由度の高い課題研究を進める。 

・科学技術に対する TOP 人材育成を目指し、科学的リテラシーと汎用的思考力を高める活動を実施する。 

成果 

公表 

・学会や JST 主催イベントへの参加 

・みんなの理科フェスティバルやかながわ探究フォーラムなど地域における科学の裾野を広げる活動 

・各種科学オリンピック等への参加を促進 
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すべての教科・科目で科学的リテラシーと国際性を育成するよう、教科会を通して単元の再構成および教材の

精選を行い、授業を展開します。また、科学的リテラシーの育成につなげるため、全教員の指導力向上を図ると

ともに、開発した教材や授業モデル、指導体制を公開・普及することで、SSHの成果を拡げます。 

さらに、各学期で授業アンケートを実施し、フィードバックを的確に行いながら、育成された力を測定し、学

習方法の検討を行います。 

 

■ クロスカリキュラム表 

課題研究と各教科の学びとの往還を体系化するクロスカリキュラム表を活用することで、探究的な学びを充実

していきます。SSHⅢ期実施にあたり、このクロスカリキュラム表の内容を精選し改善していきます。 

 

  

（3）教科等横断的な視点による授業改善及び効果的な指導体制の研究 

令和７年度 横高課題解決 project ロードマップ 
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■ STEAM教育研究推進校の指定 

S・・・Science（科学） T・・・Technology（技術） E・・・Engineering（工学） 

A・・・Art（芸術）  M・・・Mathematics（数学） 

本校は、令和４年度から3年間のSTEAM教育研究推進校の指定期間終了にともない、令和７年度から９年度

までの 3年間、改めて指定を受けました。STEAM教育では各教科での学習を実社会での問題発見・解決にいか

していくための、教科等横断的な教育課程や指導方法、学習プログラム等の研究開発に取り組みます。 

 

■ 学力向上に向けた組織的な取組～学力向上ワーキンググループの設置～ 

本校ではワーキンググループを設置し、各教科と連携を図りながら授業改善に向けて取り組んでいます。昨年

度は、10月 31 日（金）に生徒対象の「教科等横断型授業（STEAM）公開授業」を実施しました。 

昨年度の経験を踏まえ、今年度ではさらに進化させた「教科等横断型授業（STEAM）公開授業」を「STEAM教

育」の一環として進めていく予定です。 

 

■ 学習環境の整備 

本校では、生徒の学習効果を最大限生かせるように、学習環境の整備を行って

います。ブース型の自習室は校内に 2 ヶ所設置され、多くの生徒が日々の学習

に利用しています。知の活性化を目指して整備した「サイエンスルーム」の他、

古典的名著・横須賀高校関連の書籍から話題の本まで揃う蔵書４万冊を所蔵する

「図書館」、200名ほどの講演を実施できるセミナーホールや合宿等に利用でき

る和室などを持つ多目的施設「記恩館」、朋友会（本校同窓会）の支援を受けて

整備されている「キャリアガイダンスルーム」等、生徒の学習活動のバックアッ

プをしています。 

令和７年度 実施講座の一例 
講座名 内容 

第 1次世界大戦後の世界 

第一次世界大戦後の世界がなぜ再び戦争にむかってしまったのか、世界恐

慌を軸にして考える。各国の立場からみた世界恐慌をグループごとに調

べ、比較することを通して様々な角度から世界恐慌を理解し、その後の世

界情勢に与えた影響について考察する。 

なぜ船は沈まないのか 
船の重さは数トン～十万トンです。そんな重い物体がなぜ沈まないのか。

その条件を様々な実験を通して解明して実践する。 

情報の扱い方を新聞比較で考える 

日々あらゆる媒体から受け取る「情報」は、そのほとんどが第三者による

編集が加わったものです。直近の同ニュースを取り上げた複数の新聞社の

社説を比較し、メディアとどう向き合うべきなのか、課題を見つける。 

三角比の利用 
三角比(三角法)を用いて昔の学者が身の回りにあるものの大きさをどの

ように測るか仮説し、検証することで、三角比の有意性を知る。 

音楽とシルクロード 

スタンフォード式の英語レッスンで、シルクロード上に点在してきた楽器

の形状や酒類から、次の点を学び音楽の多様性の価値について理解を深め

ます。①どのように伝播し現代の楽器に発展したのか。②その楽器と音楽

がどのような役割を果たしたのか。 

終末期と医療制度について 
「ターミナルケア」「臓器移植」・・・未来起こりうるかもしれない出来事

について今、どう考えるか、体験的なワークを通して考える。 

酸化還元の実験 条件の変化による結果の違いを考える。 

漢文を多角的に解釈する 
鴻門之会の翻訳を行います。漢文の世界を逐語訳にとどまらず、多様な表

現で描き出せるような工夫を考える。 

光の波長と物の見え方 

簡易分光器とスペクトル分析機で複数の光源のスペクトルを観察し、人が

感じる色について理解を深める。また、グループワークでカラーユニバー

サルデザインについて考える。 

自習室 

サイエンスルーム 



 

 

 

■ 短期国内研修旅行：［２泊3日程度］ 

今年度より、国内の様々な地域において２泊3日程度の短期研修プログラムを企画しています。この企画

は行き先の研修内容について興味関心のある者同士で、「科学的な思考力」と「課題発見・課題解決力」の育

成に取り組むことを目標としています。この研修プログラムで得た力を日常の Principia で発揮し、より力の

あるサイエンスリーダーの育成を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ これらの活動を通して得た内容はスライドにまとめ全校生徒へ報告を行います。 

 

 

■ 研修旅行【２学年対象・３泊４日】 

各地域を多角的な視点で見つめ特色を理解することを基本コンセプトに、フィールドワーク、協働的活動

などに主体性に取り組むことで得られる「創造力的活動を通したリーダーシップの育成」と「主体的な課題

発見・解決力向上」を目的とした、従来の「修学旅行」とは異なる新しいタイプの「研修旅行」を実施して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ８月 関西地方視察プログラム 

SSH探究成果発表会（神戸）見学視察および関西地方における研究機関訪問等 

・ ３月 科学と自然の融合研修プログラム 

   種子島 JAXAと屋久島訪問研修 

・ ３月 東北大学ナノテラス訪問研修 

   東北大学にあるナノテラス見学後、探究活動を行う 

・ ３月 天草高校訪問研修 

   天草高校へ訪問し、互いの成果を見せ合う 

令和８年度企画例（予定） 

・ いくつかのルートからコース（方面）を選択します。 

・ コースでは、その地方を調べ実際に行くことで各地域の特色を多角的に理解します。 

・ 集合時間と目的地までの移動手段などもすべて各班で考え行動します。 

・ 様々な地域に触れ合い、社会への関心を持ちつつ、主体性を高めます。 

研修の流れ 

【創造力的活動を通したリーダーシップの育成】 

横須賀高校では次世代のリーダーたる人材育成を目指しています。その資質の一つとして、様々な物

事を多角的な視点でとらえ、偏らない創造力の向上を目指します。 

 

【主体的な課題発見・解決力向上】 

ローカル（地域）の諸課題はその地域でしか感じることはできません。自らの興味関心をもとに様々

な場所に赴く計画を立て、研修自体の自由度の高さで視野を広げ多角的なものの見方の向上に繋げま

す。そして、未知を知り新たな発見を繰り返し探究することで課題解決力を養います。 

 

13 

（4）グローバルサイエンスプログラムを通じた汎用的思考力・協働力の育成 

 



■ 国際性を育成する様々な取組 

これからの時代、地球規模で物事を考える「グローバルな視点」と、多様な価値観を持つ人々と協働するための

「実践的なコミュニケーション能力」が不可欠です。真の国際感覚は、机上の学習だけではなく、異文化に直接

触れ合う経験から生まれます。本校では、語学力の向上にとどまらず、世界が抱える課題に挑む「探究力」を育

成し、異なる文化や価値観を持つ他者と「協働する力」を育む多彩なプログラムを展開しています。 

➢ 連携校との国際交流 

オーストラリア ベノワ州立高校（クイーンズランド州） 

姉妹校提携を結び、隔年での「訪問」及び「受入れ」を実施。出発前の長期間にわた

る綿密な《事前研修》（英会話、プレゼン、ディベート等）や、受入れ時には１年生の

国際交流プログラムに他国からの留学生とともに参加します。 

 

マレーシア スルタン・イスマイル高校（ジョホールバル州） 

マレーシアの中高一貫校スルタン・イスマイル高校と海外交流校提携を結び、上記の

オーストラリアとの交流と交互になるように、隔年で「訪問」及び「受入れ」を行っ

ています。令和７年度の訪問では、科学発表会での英語によるポスターセッションや、

現地生徒との英語ディベート、化学の実験を共同で体験したり、ホームステイを通じ

て多民族国家の生活様式の違いを知るなどの体験をしました。 

➢ その他の海外研修 

シンガポール グローバル・リンク・シンガポール 

東南アジアを中心に高校生が集まって開催される国際アイディアコンテストである

「グローバル・リンク・シンガポール」に参加しています。生徒は、Principia での研

究内容について英語でのアブストラクトおよびポスター作成を行い、発表、質疑応答

も英語で行うという難易度の高い課題に挑みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➢ 新規海外研修開発 

現在新たな海外研修の開発を進めています。一昨年度末にはアメリカのイリノイ州

シカゴ市にある Whitney M.Young Magnet High School に訪問し、素晴らしい国

際交流を実施しました。今後継続的に交流が続けられるよう模索しています。 
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★その他にもたくさんのプログラムに参加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★令和６・７年度には神奈川県友好交流地域派遣事業の一環として、本校の2年生がアメリカ合衆国 

のメリーランド州に教育特使として派遣されました。 

 

 

 

令和７年度にはニュージーランドを訪れ、オークランド郊外にある Waiuku 

College にて交流を行いました。滞在中は、大自然や民族など日本と大きく異な

る環境で、バディの現地生徒ともに授業に参加したり、昼食を食べたりと、積極

的にコミュニケーションを図りました。独自のマオリ文化についてもデザインや

伝統的な遊びを通じて理解を深めることが出来ました。 

 

 

 

 

 

 

➢ 校内における海外交流 

・海外からの留学生受け入れ 

本校では、現在ドイツから 2 名の留学生を受け入れています。授業だけでなく、

校内大会や部活動などを通じて、英語と日本語で交流しています。 

・1年生対象国際交流プログラム 

留学生を「シニアバディ」として迎え、生徒とチームを組んで行う交流プログ

ラムを体験します 。チームビルディングや世界一周アクティビティなどの異

文化体験や、留学生の母国が抱える社会課題について英語で議論し、解決策を

模索、その成果をプレゼンテーションとして発表し、語学力向上だけでなく、

異文化理解と協働による課題解決のプロセスを実践します。 

・２年生対象研修旅行振り返り 

課題発見・解決型学習の成果発表として、研修旅行先における課題や問題点、

最先端の科学技術など多岐にわたる分野の学習を英語でまとめ、自らの意見と

ともに留学生に伝えます。専門性の高い語彙などをいかに工夫して他者に伝え

られるか、日々の授業の成果を教科横断的に発揮します。 

 

 

〇神奈川県高等学校即興型英語ディベート交流会 

〇神奈川県高等学校 英語スピーチコンテスト 

〇留学生との国際交流プログラム（各国から来日している高校生との交流） 

〇他校高校生との英語でのディスカッション、ネイティブの英語授業受講 
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横須賀高校の理数教育活動は、科学分野への深い興味や関心に基づいて主体的に探究活動を行い、

その成果を外へ発信することで、自らの論理的思考力を育成するとともに、科学の力で地域を活性

化することを目的に行っています。その中心になっているのが、本校科学部の活動です。 

 
■ 科学部の活動 

【１】トウキョウサンショウウオの保全活動・生態調査 

科学部では、絶滅危惧Ⅱ類に指定されており、現在神奈川県内では三浦半

島のみに生息するトウキョウサンショウウオについて、生態や成育環境等に

ついて調査し、保全活動を続けています。合わせてトウキョウサンショウウ

オを通じた生物保全に対する啓発活動を行っています。 

＜トウキョウサンショウウオに関する主な活動＞ 

2016年 トウキョウサンショウウオ保全活動の開始 

2017年 トウキョウサンショウウオ一時飼育開始 

2018年 NPO 法人 三浦半島生物多様性保全のと協力を開始 

2019年 

『トウキョウサンショウウオ里親会』発足。 

専門家を招き、近隣の高等学校(追浜高/横須賀大津高/逗子高/三浦初声高)と連携。 

地域での実物展示および啓発活動の開始。 

2020年 GRICK(Glass Roots Innovator Contest in Kanagawa)で保全活動の報告。→最優秀賞を獲得。 

2021年 
横須賀工業高等学校と共同連携による産卵用人工池の施工 

全国野生生物保護活動発表大会に参加、投票により奨励賞に選出される。 

2022年 

横須賀高校で初の人工飼育下での産卵に成功、また産卵時の様子の撮影に成功。 

朋友会主催 リレチャン「横高で見つかった絶滅危惧種」でオンライン発表。 

『サンショウウオ里親会』今後の活動についての打ち合わせと、交流会を行う。 

2023年 

金沢動物園主催 Zoo to Wild Fes ～Autumn～での啓発活動の開始。 

令和４年度かながわ部活ドリーム大賞 アクティブ賞受賞 

日本自然保護大賞 2023 において科学部 OB がこれまでの活動をまとめ、「トウキョウサンショウウオを守

ろう︕～未来へ繋ぐ三浦半島の宝～」で応募し入選。 

2024年 

トレイルカメラの設置によるアライグマの食害被害の調査開始。 

横須賀自然人文博物館主催「みんなの理科フェスティバル」に参加し、啓発活動を実施。 

野比小で児童に対し、トウキョウサンショウウオの解説を実施。 

第 71 回日本生態学会 高校生ポスター発表に参加。 

令和６年度日本水産学会春季大会 高校生ポスター発表に参加し、優秀賞を受賞。 

第 63 回 日本爬虫両棲類学会にてポスター発表へ参加。 

2025年 

アースデイ横須賀への参加開始 

横須賀いいね★エコ活動賞 功労賞受賞。 

第 25 回トウキョウサンショウウオ・シンポジウムにて活動報告の実施 

  

  

トウキョウサンショウウオの卵塊 水産学会受賞時の写真 

トウキョウサンショウウオの成体 

啓発活動の様子 
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科学部の活動 

 



【２】地域での理数系人材の育成に貢献 

地域の学校、研究機関、地元の行事において科学実験教室などの科学を身近に体験できる企画を考えてきま

した。令和７年度はトウキョウサンショウウオの紹介を中心に、科学実験やワークショップを行いました。 
 

＜地域での活動＞ 

金沢動物園 

Zoo to Wild Fes ～Autumn～ 

横須賀アースデイ 

トウキョウサンショウウオの生体展示と啓発活動 

横須賀市自然・人文博物館 

「みんなの理科フェスティバル」 

トウキョウサンショウウオの生体展示と啓発活動 

忍者ポカリ、カラフル人工イクラ作成体験 

衣笠行政センターにおける実験教室 
トウキョウサンショウウオの生体展示と啓発活動 

透明葉っぱしおり標本、ゴフ・ジュール効果の体験、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【３】専門的な研究 

科学部には３つの専門チーム「化学班」「生物班」「情報班」があり、それぞれに分かれて専門的な研究を行

っています。研究の成果をポスターにまとめ外部に発信するとともに、先輩の研究を後輩が引継ぎ、複数年に

わたって研究を継続できるようにしています。 

 

 

 

 

「金沢動物園」 
クイズ、サンショウウオ 
スタンプが好評でした。 

手作り顕微鏡で見た花粉 

 生物班   化学班   情報班  

「横須賀アースデイ」 
トウキョウサンショウウオの
啓発グッズを作成しました。 

「理科フェスティバル」 
来場者に対して科学の楽しさを

伝えることができました。 
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科学部以外でも、Principia での研究の成果を、校内にとどまることなく様々な学会や発表会で発信してい

ます。また、Principia での研究をきっかけに、理数系のコンテストにチャレンジする、大学レベルの研究会

や講義に参加するなど、自身の進路につながる活動も増えてきています。その中でも理数教育活動として、

科学による地域の発展をめざした研究チームや、小・中学生に対して科学への意識を向上させる方法の研究

を行うチームがあります。ここで紹介するのは、２年間(令和５年～令和６年)子どもと貝を繋げるパンフレ

ットについて研究を行ったチームです。このチームは、子どもたちが海に興味をもってもらうためのきっか

けづくりとして、オリジナルのパンフレットを作成し、実際に小学校で授業を行いアンケートで分析して研

究を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ SSH NEWS の発行 

令和２年度から取り組み始めた『SSH NEWS』は、令和８年３月末時点で第 77 号まで発行されています。

この『SSH NEWS』は、生徒が運営する SSH 委員会が主体となって、SSH の活動をまとめたものです。『SSH 

NEWS』は、多岐にわたる SSH の活動を校内で共有するだけではなく、地域にも発信するものであり、横須賀

高校の取組を知ってもらい、サイエンスを共に考えていくためのきっかけにしたいと考えています。 

 ＜SSH 委員会委員長・副委員長の言葉＞ 

 〇委員長： 昨年、副委員長だった経験を活かして、多くの人に SSH の活動を知ってもらいたいと思っていま

す！皆さんも良い活動になるよう一緒に頑張りましょう！ 

 〇副委員長：SSH の活動は真摯に向き合えばその分、自分自身の力となり、将来の選択肢を広げてくれるでし

ょう。ぜひ、私たちと共に、新しい可能性を切り拓いていきませんか。 

○１年時では横須賀高校の１年生２クラスに協力してもら

い、「実験群」（作成したパンフレットを用いたグループ）と「対

照群」（従来の図鑑を参考に作成したプリントを用いたグルー

プ）に分け、貝殻の分類を行った後、アンケートとクイズに回

答してもらった。アンケートからパンフレットに載せた情報

が少なく、興味・関心を高められなかった可能性があることが

明らかになった。 

〇２年時では小学４年生の１クラスに協力してもらい、昨年

度と同じ方法で授業を行った。 

実際に授業をやってみて 

⇒子どもたちはとても前向きに参加してくれた。パンフレッ

トについても好意的な意見が得られ、私たちの興味・関心を

高めるという研究課題に関して、去年よりも大きく前進し

たと考える。 

２年生のときに作成したポスター 横須賀高校の生徒に授業した様子 授業で使用した貝殻 
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Principia における特徴的な活動 
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SSH NEWS 



 

 

 以下のことを目的とし、様々な生徒研究発表大会・学会・交流会等に積極的に参加しています。 

 

 

 

 

 

実施月 企画 内容 

５月 湘南アイパーク学生研究発表会 ２年１グループ４名 奨励賞 

６月 
日本家政学会第 77 回大会 ２年１グループ２名 

爬虫両棲類学会報(第 2025 巻 第１号) 科学部５名 

７月 Global Link Singapore 2025 ３年１グループ３名 

８月 

令和７年度 SSH 生徒研究発表会 ３年１グループ１名 

KDU STEAM FORUM 2025 ２年１グループ４名 審査員特別賞 

YNU 高等研究院シンポジウム 2025「知の探究イベント」 ２年１グループ３名 

第 11 回 MatriCell フォーラム 科学部３名 

９月 

日本動物学会 第 96 回 名古屋大会 2025 
２年１グループ２名 

３年１グループ２名 

第 20 回「科学の芽」賞 ３年１グループ２名 努力賞 

令和７年度 日本水産学会 秋季大会 ３年１グループ１名 

10月 
令和７年度 電気学会高校生みらい創造コンテスト ２年１グループ４名 

日本質的心理学会 第 22 回大会 ３年１グループ２名 

11月 

Grass Roots Innovator Festival in Kanagawa 2025 
２年１グループ５名 

Good discussion 賞 

第 15 回科学の甲子園神奈川大会 科学部６名 

第３回 ヒューマンサービス学会 学術集会 ２年１グループ５名 

２月 第９回「みんなの理科フェスティバル」 

１年４グループ 17 名 

２年３グループ９名 

３年１グループ２名 

３月 
  

日本天文学会ジュニアセッション ２年１グループ２名 

令和７年度「かながわ探究フォーラム」 
２年２グループ６名 

１年１グループ３名 

令和７年度 関東近県 SSH 指定校合同発表会 ２年１グループ１名 

SDGs QUEST みらい甲子園 
１年１グループ６名 

アクションアイデア優秀賞 

  

 

⚫ 自発的・自主的な研究の深化を図る。 

⚫ 論理的思考力を育成する。 

⚫ 研究を通して得た知見を発信することの意義を自覚する。 

⚫ 外部との交流を通して刺激を受ける。 
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SSH生徒研究発表会・学会の参加 



 

 

■ 理数系活動、国際性を高める活動の記録 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生対象国際交流プログラム 第３回ヒューマンサービス学会学術集会 

第 11 回 MatriCell フォーラム グローバルリンクシンガポール 

SSH 生徒研究発表会 

 

SDGs QUEST みらい甲子園 

みんなの理科フェスティバル ディベート交流大会 
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写真・ポスター 

 

 

 



■ ポスター 

 PrincipiaⅠとⅡではポスターにより課題研究の成果発表を行います。また、PrincipiaⅢや Super Principia を

含め、さまざまなコンテストや学会などで研究発表を行っています。 

《PrincipiaⅠ》 
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《PrincipiaⅡ》 
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《PrincipiaⅢ・Super Principia》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 令和７年度 日本水産学会 秋季大会 参加 

● Global Link Singapore2025 参加 

 

● 令和７年度 SSH 生徒研究発表会 参加 
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Team  Yokosuka Science 

■シンボルマーク■ 

平成 28 年度から横須賀高校で始まった SSH を中心とする教育活動

のシンボルマークを作成しました。「横須賀高校」が、今回の SSH の

企画を活かし、横須賀、三浦半島在の研究所、研究施設と共同で

「Team Yokosuka」として 21 世紀のグローバル社会を支える科学

的人材・リーダーを育成する強い気持ちを表現したものです。 




